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町長＝地産地消のエネルギー活用に向け調査町長＝地産地消のエネルギー活用に向け調査
旧針生発電所再開に向けた調査は

 
 

湯
田　

哲 

議
員

町政を問う
一般質問

　
　
　
　

小
水
力
発
電
に

　
　
　
　

関
す
る
調
査

（
旧
針
生
発
電
所
・
田
島
ダ

ム
）
の
位
置
づ
け
と
調
査

内
容
は
。

問町
長

　
　
　
　
　

自
然
エ
ネ
ル

　
　
　
　
　

ギ
ー
の
推

進
、特
色
あ
る
町
づ
く
り
、

地
域
経
済
や
雇
用
の
向
上

の
た
め
に
活
用
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
調
査
は

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産

地
消
と
い
う
観
点
か
ら
、

自
然
災
害
に
強
い
地
域
づ

く
り
や
、
集
落
の
地
域
基

盤
強
化
に
ど
の
程
度
活
用

で
き
る
か
、
調
査
し
て
い

き
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
発
電
施

設
建
設
を
想
定
し
、
最
大

出
力
、
年
間
発
電
量
、
水

量
調
査
、
ま
た
建
設
し
た

場
合
に
必
要
に
な
る
施
設

建
設
費
、
認
可
手
続
き
の

調
査
を
行
な
い
ま
す
。

町
長
＝
地
域
の
皆
さ
ん
と
共
に
検
討

針
生
小
学
校
最
終
年
度
の
予
定

 

と
校
舎
の
利
活
用
は

　
　
　
　

２
施
設
の
調
査

　
　
　
　

目
的
は
。

問

町
長

　
　
　
　
　

売
電
目
的
で

　
　
　
　
　

は
な
く
、
地

元
で
作
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
地
元
で
消
費
す
る
と
い

う
観
点
で
進
め
ま
す
。
送

電
、変
電
設
備
を
は
じ
め
、

消
費
基
地
も
含
め
た
全
体

　
　
　
　

開
校
以
来
53
年

　
　
　
　

間
、

地

区

の

人
々
に
愛
さ
れ
、
多
く
の

子
ど
も
た
ち
が
巣
立
っ
て

い
っ
た
針
生
小
学
校
が
幕

を
下
ろ
し
ま
す
。
今
後
、

檜
沢
小
学
校
と
統
合
し
、

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り

ま
す
。
少
子
化
の
中
で
の

閉
校
と
は
い
え
残
念
で

す
。
最
終
年
と
な
る
来
年

３
月
ま
で
の
１
年
間
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

問
　
　
　
　
　

現
在
、
桧
沢

　
　
　
　
　

地
区
小
学
校

統
合
委
員
会
で
統
合
の
た

め
の
調
整
作
業
を
進
め
て

い
ま
す
。
今
後
、
校
歌
や

　
　
　
　

統
合
以
降
の
校

　
　
　
　

舎
利
用
の
検
討

は
ど
の
よ
う
に
行
な
い
ま

す
か
。
問町

長

　
　
　
　
　

地
域
住
民
の

　
　
　
　
　

方
々
や
各
種

団
体
の
代
表
者
で
構
成
す

る
「
針
生
小
学
校
施
設
利

活
用
検
討
委
員
会
」
を
平

成
24
年
度
早
々
に
設
置

し
、
検
討
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

教
育
長

校
章
の
制
定
、
教
材
や
備

品
の
調
整
、
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
運
行
計
画
、
教
育
目

標
の
制
定
な
ど
、
協
議
し

て
い
き
ま
す
。

パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
調
査

し
ま
す
。

旧針生発電所の状況
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